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つるみ在宅ケアネットワーク 第 26 回合同勉強会 報告書 

 

日 時      令和 5 年 6 月 10 日（土）14：00～15：05 

場 所      鶴見区医師会 3F 会議室 

開催方法     Zoom 研修 

 

14：00～ 司会 

   鶴見区在宅医療連携拠点 担当医師 佐藤 忠昭 

      

  

 

 

 

    

理事長挨拶 

   鶴見区医師会 理事長 宮下 裕子 

 

 

 

 

 

 

14：05～ 

テーマ：「新型コロナウィルス 類型変更に関する情報整理」 

講師：神奈川県健康医療局 医療危機対策本部室 

感染症対策担当部長 山崎 元靖 氏 
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１．つるみ在宅ケアネットワークとの関わり 

２．健康福祉局/医療危機対策本部室の紹介 

 

３．５類以降後の変更ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

  （１）ケース１ 

 

 

 

 

 

 

 

    → かかりつけ医や近所の医療機関に、電話をしてから受診しましょう 

      マスク着用で、公共交通機関を利用しましょう 

   「医療費・薬代」は自己負担ですが、「高額なコロナ治療薬」は無料です 

 

（２）ケース２ 

 

 

 

 

 

 

 

  → 「陽性者登録窓口」は終了なので、自宅療養しましょう 

    外出制限はありません 

    買い物する際は、マスクを着用しましょう 

    療養中に体調が悪くなったら、受診を検討しましょう 
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４．流行動向の把握方法 

 
 

５．入院患者数/救急搬送困難件数 

  ・５類になってから徐々に増えている 

  ・神奈川県の入院患者の 4 割は横浜市 

  ・入院患者は増えているが、救急搬送がひっ迫している様子はない 

 

６．感染報告数 

  ・神奈川県の 5 月下旬で、感染者数 1600 名／週程度 

  ・1 都 3 県で、毎週感染者数が増え始めている 

 

７．ICU、ECMO の推移 

  ・ICU 患者数 61 名／週、ECMO 患者数 36 名／週 

  ・重症患者数はそれほどいない 
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８．疑問 

１．有症状者・接触者は、どの程度、受診している？ 

→ 以前は多くの人が受診していたが、今はどの位の人が受診しているか、動向が

読めない。 

 

２．受診しても、検査（有料）を避けてはいないか？ 

→ PCR 検査（3,000 円程度）、抗原検査（1,500 円程度）の自己負担がかかるの

で、検査を嫌がる方がいる。また、費用の安い抗原検査を選ぶ方もいる。 

 

３．入院患者に対しての、積極的な検査は？ 

→ 以前は入退院時に全員検査をしていたが、今は検査

数が減っている。 

もしかしたら、検査をしていないだけで、感染者数が増

えているかもしれない。 

 

４．感染の診断歴の無い疾患後症状は？ 

→ 診断なしでいきなり後遺症になる人がいるかもしれない。体調が悪い場合は、

受診をして欲しい。 

 

 

14：50～ 【質疑応答】 

事前に 4 カテゴリーで、13 種の質問あり 

下記は抜粋内容 

１．コロナ感染に動向について 

・病院の面会は緩んできている 

・検査数が減っているので、本当の患者数はもっと多いと思われる。緩やかに増え始

めている。 

 

２．予防について 

・予防接種は、春に高齢者・医療従事者、秋冬に全員対象だが、随時見直しがあるか

もしれない 

・「濃厚接触者」という概念がなくなった 

・感染したら、学校は 5 日間欠席（法律で決まっている）が、病院施設は決まりがな

いので、それぞれ対応する 
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３．治療について 

・新薬の最新情報は入ってきていない 

・コロナ感染の入院医療費は、高額医療制度を使用し、最大 20,000 円安くなる補助

がある 

・他の病気と変わらない扱いになる 

 

15：00～ 閉会挨拶 

鶴見区在宅医療連携拠点 担当医師 佐藤 忠昭 

 

15：05 終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者総数：68 名 

医師：5 名  歯科医師：0 名  薬剤師：7 名   

病院看護師：0 名  訪問看護師：32 名  地域包括看護師：1 名 

ケアマネジャー：12 名  作業療法士：1 名  鍼灸師：1 名 

行政：2 名  事務：5 名  在宅医療連携拠点相談員：2 名 


